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3 Wakefield， E.G.， England and America: A comparison of the socia/ and political state of both nations， Harper and Brothers， 1834， rep. 
by A. M. Kelley， 1967 邦訳『イギリスとアメリカ資本主義と近代植民地j会三分甘l}、日本評論社(世界王古典文庫)、 1947
48年。








































































































































































































































。Rev.William Forst巴rLloyd， A Lecture 01 the Notion ofiゐlueas distillgllislzable 10t only from lItility， but alsoρrom value in e.λchange; 
London， 1834， pp.8-9， inLectllres on PoplIlation， Value， Poor-laws， and Rent， London， 1837， reprinted by A. M. Kelly， 1968.強調は
ウェイクフィールドのもの。
65主解の前部には f間富論jの原文がついているが、便宜的にグラスゴー版f国主言論jのさ当該箇所を設記する。 AnInquily inω 
tlze Natllre and Causes of tlze 1{加lthof Natiolls. in Tlze GlasgolV Edition of the恥 rksand Correspondence of Adam Smith， vols. I， II 
(Oxford University Press， 1976)， p.40. 問答論J(杉山忠平訳、水田洋監訳、岩波文康、 2000ω1年)第 1分冊43真。以下では
W.N.と略記し、原替のページと訳惑の分I背後、数および頁を記す。



























































































































































McCullock， J.R.， A Dictionary， Practical， Theoretical， and Historical， 01 Commerce and COllllllercial Naνigation， London， 1932， 
8 Whately， R.， Introductory Lectures on Politicα1 Economy， 1831. 



































































































































































10 Chalmers， T.， On Political Ecollomy in conne.λion with the Moral State and Moral Prospects of Society， 1832， rep. by A.M. Kelley， 
1968， pp.45-6. 




















































































































































12 Scrope， G. P.， Principles 01 Political Economy， deducted jivm the naturallaws; 01 social welfa即日ldappliedωthe present sωte 01 
Britain， 1833， rep. by A. M. Kelley， 1969， pp.81司4.






































































































































































































































14 Garnier，Germain (1754-1821)。フランスの経済学者で、 f殴2言論jのフランス語訳者。














































































16 McCulloch， J.R.， Introductory Discourse ， inAn Inquuy into the Nature and Cαuses the Hセαlthof N.αtions， ed. by J. R. McCulloch， 
Edinburgh， 1828. 













































































































































































































































17 MiIl， J.， Elements 01 Political Economy， 3rd ed.， 1844， inTlze Collected Works 01 James Mill， Routledge， 1992， p.42.邦訳 f経済学
















































































































































冶 Bentham，J.、Manuα101 Political ECOllO町、 1793拡弘TheWorks 01 Jeremy Bentham， pllblished問 derthe superIntendence 01 his田-
ecutOl; Jol1n Bowring， vol. IU， 1843， rep. by Thoemmers Press， 1995， pp.31f.ただしこのパウリング版には f生産は資本によって
制限される」という掌はない。この著は W スタークが編集した『ベンサム経済学論文集J(Stark， W.， Jeremy Bentham's Eco-
1l0mic Writings: critical edition bαsed 01 l1is printed worksαnd lwprinted 11α1111scripts， 3vo1s.， George AlIen and Unwin， 1ヲ52ろめの第
l巻にも蒋録されているが、スタークが草稿から起こした叙述にもこの察はない。本論文集の序でスタークが言うように、
この著は fベンサム存命の潤には独立した著議としては現れなかったJ(lbid， p.57)。ベンサムはこの妻子を含む原稿をデユ
モンに託すが、デユモンは1811年に「日更覧jの中身のうちのより三重要な部分J(スター ク、 lbid.) を『刑罰と報僚の議論j
(Theorie des Peines et des Recompenses， 1811) として出版した。この本の一部は1825年にリチヤード・スミスによって『報
伎の論理的根拠J(The Rationale 01 Rn叩 rd，John and H.L. Hunt， 1825)として英訳されたが、スミスは「この本を英訳した際、
その経済学に関する率が残りの部分と一緒に総訳J(lbid.) した。パウリング版金銭 (1843年)に収められている『報償の
論理的根拠jでは、「告~4 編を機成していた内容部分は分離し、この部分は、草稿からの追加部分と共に、 f政治経済学便覧j
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































ぬ Chalmers，T.， On PoUtical Economy， op. cit.， p.515 
れるに違いない。しかし、そうであるとはいえ、
このことが利澗を引き上げることは決してなく、
利潤は手付かずのままであるし、また実際には、
勤労の生産物のより大きな分け前を労働者に与え
ることによって、有害な資本の過剰をますます悪
化させるに違いない。労働者の過剰は人口の抑制
によって防ぐべきであるとしても、しかし、資本
の増加にはどのような抑制を課すべきなのであろ
うか。チャーマーズ博士は、これが困難であるこ
とを'揺って、実際には、次のような抑制策を提案
した。すなわち、「一方において、労働者を賃銀
のより高い状態におこう。(このことは、彼らが
過剰な人口を自制することによってのみ有効にお
こなうことができる。)また、他方において、資
本家たちを利調のより高い状態におこう。(この
ことは、彼らが過剰な投機を自制することによっ
てのみ有効に果たしうる。)そうすれば彼らの生
活状態は、農耕の状況によって支記されるどころ
か、恐らく、共同してこのような状況を打ち破る
だろうF。過剰な投機を自制することが意味して
いるのは、他の場所で説明されているように、よ
り少なく貯蓄し、そしてより多く支出することで
ある*。
* Iそこで、労働者たちの問に高い水準の愉楽が存在
すべきだとすれば、労働者たちは、この留に人口を供給
し過ぎないように、結婚しないだろう。そして、彼らが
そうするのはまさに、彼らの格好の7](ij!¥が高く、彼らの
賃銀が高いからであるに違いない。かくして吾々は、一
般的に言えば、国民は自らの状況を自らの手によってつ
かむ、という主主要かっ喜ばしい結論に達するのであり、
このことは、彼らの仕事に対する報倒が少ないものにな
ろうと十分なものになろうと、彼らの築関的な意思が命
ずるままにそうなるのである。一つの生産要素に応用し
うる原理は他の要素に対しでも同じように厳密に応用し
うるとはいえ、これと問じ原理が利i閣にまで拡げられる
ことはなかった。資本家が利i関のうちのどのくらいの額
を他人あるいは家族の享楽に支出するか、あるいは、そ
のうちどれくらいの額を自らの挙業のための追加的な投
資としてとっておくかを決定することは、それぞれの資
本家に任されている。資本家たちの郊に支出を控える{頃
116 諸泉俊介
向が全般的かつ自発的に存在すべきだとすれば、この授
えられた支出は、事業への投資に追加されることによっ
て、自ずと一般的な利潤率の低下を生み出すに迷いな
い。ところが反対に、この社会階級が支出することによっ
利潤は一定の水準を維持することができるであろ
う。その水準は、賃銀が労働者たちの集会的な意思によっ
て決定されるのと同じように、資本家の王手楽の基準に基
づく、つまりは資本家の集団的な意思によって決定され
た水準である」ヘ
聞の部類の経済学者たちは、重要なのは、より
多く貯蓄し、より少なく支出することだと主張す
る。資本と労働との充用分野を拡大する可能性に
ついては、すなわち、誰一人として傷つけること
なく、すべての者にとって利益であるように、来
るべき世代のために間民と資本とを椋めて急速に
増大させることが可能なように、資本と労働との
充用分野を拡大するという可能性については、ど
ちらの部類の経済学者も認めない。そして、この
充用分野を拡大するための手段がないのであれ
お Ibid.，p.514.強調はウェイクフィーjレド。
ば、またそうした手段の存在が満足できるように
証明されないのであれば、高い利益のためには資
本を投資の限界内に抑制しておくのが女子都合であ
ることも、また高い賃金のためには人口を資本の
限界内に抑制しておくのが好都合であることも、
相変わらず打ち消しがたいことが認められなけれ
ばならない。しかし、このような手段が存在する
とすれば、そしてそれらを容易に用いることがで
きるとすれば、資本か人口かをあくせく減少させ
ようとする時代は今のところ訪れていない、とい
うことを誰もが認めるだろう。イギリスにおいて
資本と労働との充用分野を拡大するために存在し
ているこつの手段は、「植民」と「食趨の輸入J
である。この目的にとっては、これらの方策が恐
らくは適切な手段であると判明するだろうが、そ
うであるかどうかは別の場所で考えることにしょ
っ。
(続く)
